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■注意事項 

工事検査書類作成マニュアル（以下「マニュアル」とする）は、道路局（区を含む）が発注す

る請負工事等に適用する仕様書等の一つであり、契約事項となります。書類作成にかかる受発注

者の負担軽減や合理化を図るための取組を示した「工事関係書類一覧表（土木工事編）」、「工事

関係書類簡素化の手引き（土木工事編）」、「工事書類作成の手引き（土木工事編）」（以下「簡素

化手引き等」とする）とは位置づけが異なります。 
なお、令和８年４月のマニュアル改定では、それまでのマニュアルにおける書類の取りまとめ

方を踏襲しつつ、簡素化手引き等においてポイントとなる事項を適宜取入れ、一定の簡素化が図

られる内容になっています。管内一円工事以外でさらなる簡素化を目指す場合は、簡素化手引き

等を併せて参照しながら検査書類を作成してください。 
また、令和８年４月の機構改革に伴い、本マニュアル内にある「道路局」の記載は、令和８年

４月以降は「道路・交通政策局」と読み替えてください。 
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１  検査に必要な書類一覧表（舗装工事の例） 

 

   Ⅰ工事：Ⅱ工事以外の市単独工事 

  Ⅱ工事：国庫補助工事 

 

項            目 Ⅰ 工 事 Ⅱ 工 事 

 施工計画書 検 検 

 打合せ簿 検 検 

 工事数量計算書 検 検 

 材料確認書・打合せ簿（材料関係） 検 検 

 使用材料数量表 検 検 

 各種配合設計書･成績表等 検 検 

 検査に必要な図面   

  管理位置図（検査合格判定に関する位置) 検 検 

 平面図･縦断図・横断図・構造図・出来形図等 

 

検 検 

出 

来 

形 

管 

理 

 出来形管理表（丁張り･寸法管理） 検 検 

 その他の管理データー 検 検 

 検査合格判定表（出来形）   

  路床改良掘起し検査合格判定表 検 検 

 路盤掘起し検査合格判定表 検 検 

 抜取りコアー検査合格判定表 検 検 

 路面の平坦性 検 検 

品 

 

質 

 

管 

 

理 

 Ａｓ混合物日常管理報告書 検 検 

 品質管理表   

  （Ａｓ温度管理表） 検 検 

 （レディーミクストコンクリート各試験管理） 検 検 

 その他の管理データー 検 検 

 検査合格判定表（品質）   

  路床改良検査合格判定表 置換工法 検 検 

 路床改良検査合格判定表 安定処理工法 検 検 

 下層路盤締固め度検査合格判定表 検 検 

 上層路盤締固め度検査合格判定表 検 検 

 合材締固め度検査合格判定表 検 検 

 抽出アスファルト量・粒度検査合格判定表 検 検 

 発生土･廃材の処理 検 検 

 工事履行報告書  検 

材料納入集計表・各種伝票  検 

 工事写真 検 検 

 施工体制台帳・施工体系図 検 検 

 工事台帳 監 監 

 

     ：  添付の必要なし。 

  監  ：  監督員が確認する。  

検  ：  監督員･検査員が確認する。 
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２ 施工計画書作成の要点と例 
 

  施工計画書は請負人が実施する工事の手法の概要を監督員に知らしめることに 

より円滑な工事の促進を図るもので、土木工事共通仕様書の１－１－4 施工計画 

書で規定しており次の事項について記載する。なお、週休２日等各種要領等に基 

づき記載が求められているものについても記載すること。  

        (１)  工事概要  

    （２） 計画工程表  

        (３)  現場組織表  

        (４)  指定機械 

        (５)  主要船舶・機械  

        (６)  主要資材 

        (７)  施工方法（主要機械，仮設備計画，工事用地等を含む）  

        (８)  施工管理計画  

        (９)  安全管理（安全訓練等の実施を含む）  

        (10)  緊急時の体制及び対応  

        (11） 交通管理  

        (12) 環境対策  

        (13)  現場作業環境の整備（建設現場の現場環境改善計画を含む）  

        (14)  再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処分方法  

        (15)  その他  
 

 ※ 作  成  上  の  注  意 

    １  施工計画書は、施工前に監督員と施工者との間で、施工方法や管理方法を確認す

るための書類であり、設計図書や現場条件などを考慮したうえで作成するようにす

る。 

    ２  工事の種類、規模、工期等により(1)～(15)について必要のないものは省略する 

ことができる。（準備工の例； (3),(7),(9),(10),(14)、管内一円工事の例；

(1),(3),(5),(9),(10),(14)） 

    ３  重要な変更及び新工種等が生じた場合は、変更施工計画書を作成して提出する｡ 

   また、工期の変更の場合は工程表を添付する。 

４ 数量のわずかな増減等の軽微な数量変更については、変更施工計画書を省略する

ことができる。（工期末精算変更、１か月程度の工期の変更等） 

    ５  作成例は標準的なものであり、内容に応じて順番を変更したり、様式を工夫して

作成してよい｡ 
    ６ 提出方法は、ASP（情報共有システム）の活用を原則とするが、書面の場合は１部

を提出し、受領者は押印してコピーを保管、原本を返却する。 



3 
 

                               （例）  
 
 
 
 
 

                    施  工  計  画    書 

 
 
 
 
 
 
 
 
              工    事    名 
 
              ○○区○○町地内○○工事 
 
 
 
 
 
 
 
                        ○○年○○月 
 
 
 
 
 
                      ○○建設株式会社 
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１ 工 事 概 要 （例） 
 
          工  事  名       
                 ○○区○○町地内○○工事 
           
           工事場所   
                 ○○区○○町○○番地先 
 
           工        期   
                自  ○○年○○月○○日 
                至  ○○年○○月○○日 
 
            請負金額 
                ￥                                    円 
 
            発  注  者 
               横浜市〇〇局・区○○部○○課 
 
            監  督  者 
                〇〇区○○土木事務所 
 
            請  負  人 
                ○○建設株式会社 
 

工 事 内 容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

     
 

 工        種   細        別  単位   数     量   摘     要  
 準  備  工     
  舗装切断工  As t=10 ㎝   ｍ   １,１７８  
   舗装版取壊し工  As t=10 ㎝ 人力   ｍ2      １０１  
運 搬 工     

   廃材運搬工  As 2t-2 ㎞10t-10 ㎞   ｍ3        ５７  
 舗 装 工( 車道 )     
   急 速 施 工  ｔ=15 ㎝ 

  
  ｍ2   ２,２８８  

 
       

     
※ 細別については、請負人の施工する内容で記入する。 
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２ 現場組織表（例） 
 
 
 

 
現 場 代 理 人 氏 名 

 

 
 

 監 理 技 術 者 氏 名 
または 

主 任 技 術 者 氏 名 

 

 
 
 
 
               事 務 関 係                         技 術 関 係 
 

 

 
資 

 

材 

 

担 

当 

者 

 
労 

 

務 

 

担 

当 

者 

 
事 

 

務 

 

担 

当 

者 

 
労 

働 

安 

全 

担 

当 

者 

 
建 

設 

機 

械 

担 

当 

者 

 
安 

全 

巡 

視 

担 

当 

者 

 
交 

通 

安 

全 

担 

当 

者 

 
施 

工 

管 

理 

担 

当 

者 

 

 

 

 
氏 

 

 

 

 

名 

 
氏 

 

 

 

 

名 

 
氏 

 

 

 

 

名 

 
氏 

 

 

 

 

名 

 
氏 

 

 

 

 

名 

 
氏 

 

 

 

 

名 

 
氏 

 

 

 

 

名 

 
氏 

 

 

 

 

名 

 

 
 

 



7 
 

３ 使用機械（例） 
 

    機     械     名     規           格   台  数   備          考 

  バックホウ       ０．６ ｍ3    １   排出ガス対策型 

  ジャンボブレーカ       ０．６ ｍ3    １      〃 

  ブルドーザ          ３ ｔ級     １      〃 

  タイヤローラ     ８～２０ ｔ    １      〃 

  マカダムローラ   １０～１２ ｔ      １      〃 

  Ａｓフィニッシャ    ２.４～５ ｍ級      １      〃 

    

    
 

     

    

 
 ※ 設計図書に指定された機械はそのまま記入し、その他については請負人が 
     使用する機械を記入する。 
 

４ 主要材料（例） 

 
   
     
 
  

品 名 規     格 予定数量 製 造 業 者 品質証明 材料確認書  

 生 Co（高炉） 18-8W/C60％以下 
（JIS A 5308） 

 
 

5m3 
 

〇ｺﾝｸﾘｰﾄ㈱○工場 配合計画書  

 生 Co（高炉） 24-12W/C55%以下 
（JIS 以外） 
 
 

20m3 〇ｺﾝｸﾘｰﾄ㈱○工場 配合計画書 〇 

 異形鋼棒 SD345,D13 1t 〇工業㈱  ミルシート  
再生粒度 
調整砕石 

RM-40 10m3 〇興産㈱○市○産  試験報告書  
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５ 施工方法（要点） 
 
  施工方法で記載すべき内容としては下記のものがある。 
     (1) 全体施工フロー 
     (2) 準備や重要な施工条件（作業時間、交通規制等） 
     (3) 「工種」ごとの作業手順、施工実施上の注意事項等 
     (4) 予定外作業に関する事項  
   「工種」の記載に当たっては原則として、施工条件、作業手順、使用機械、施工実施上 
の安全管理や施工管理項目等について要点を簡潔に記載する。 
また、記載工種は次のような場合を標準とし、軽微なものは省略できる。 

     (1) 主要な工種 
     (2) 設計図書で指定された工法 
     (3) 土木工事共通仕様書に記載されてない特殊工法 
     (4) 施工条件明示項目で、その対応が必要とされてる事項 
     (5) 特殊な立地条件での施工や、関係機関及び第三者対応が必要とされる施工 
     (6) 指定仮設、または重要な仮設工に関するもの 

 

 
全体施工フロー（例） 

 

  準 備 工  
                                     ↓ 

  舗 装 切 断 工  
                                     ↓ 

  舗 装 破 砕 工   → ガ ラ 処 分  
                                     ↓ 

  アスファルト舗装工  
                                     ↓ 

  区 画 線 工  
                                     ↓ 

  片 付 け 工  
 

準備や施工条件（例） 
 
   ・準備工として縦横断測量を実施し、周辺住民への周知等を行う 
   ・作業時間は昼間施工（8:00～17:00）とし、片側交互通行（取付道路は通行止め）とする 
   ・近隣に小学校があるため、登下校時の作業については学校関係者と協議し、結果を打合せ

簿で提出する 
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工種ごとの作業手順及び注意事項（例） 
 
アスファルト舗装工 
施 工 方 法 施 工 詳 細 備          考   

①As 乳剤散布 
（プライムコート） 

As ディストリビュータ 
細部はエンジンスプレーヤー 
材料 PK－3 

散布量 1.20L/m2 
付着抑制のため砂散布 

 

②As 合材敷均工 As フィニッシャー（2.4～6.0ｍ） 
細部は人力施工 
材料 再生密粒度アスコン（13） 
運搬 ダンプトラック 10ｔ 

  

③As 合材転圧工 振動ローラー4ｔ 
タイヤローラー10ｔ 
細部は振動プレート、ランマー 

初期転圧温度 158～168℃  

作業上の注意点 
 No○付近は幅員が狭いため、施工機械や保安対策などを別途検討し、打合せ簿を提出する 
 縦継目、横継目及び構造物との接合面に瀝青材料を薄く散布する 
 冬季の施工となるため、保温シートを 2 重にかけて合材温度の低下を防ぐ 
 舗設を連続進行できるようなサイクルタイムを考慮した作業速度とする 
 交通開放温度は 50℃以下とする 

  

 
 

予定外作業や作業間の段取り替えなどについて （例） 
 

① 作業計画及び作業手順を決定してから作業を行う 

② 作業計画及び作業手順の決定に当たっては十分な安全対策を講じる 

③ 元請負人（現場代理人等）が「適切な安全対策の講じられた作業計画及び 

作業手順が決定していること」を確認する 
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６ 施工管理計画（例） 
 
  土木工事施工管理基準により「出来形管理」「品質管理」「写真管理」を行う 
  管理基準にない工種に関しては、国土交通省管理基準などを参考に協議により定める 

 
  出 来 形 管 理 

 測定対象 管理方法 規格値 測定基準  
As 表層工 寸法測定 厚さ -7 ㎜以内 No1、3、5、7 

コアー 厚さ（個々） -7 ㎜以内 3 カ所（1 本提出） 
（位置は指示による） 厚さ（平均） -1 ㎜以内 

     

   ～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～  
 
  品 質 管 理 

 測定対象 管理方法 規格値 測定基準  
As 表層工 コアー 密度（個々） 94％以上 3 カ所（1 本提出） 

（位置は指示による） 
 
 
 
 
 
 

密度（平均） 96.5％以上 
 合材温度 到着時 

初期転圧時 
145～165℃ 

135～155℃ 
トラック 3 台ごと 
認定合材推奨温度 

     

   ～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～  

 
  写 真 管 理 

 工種 種別 管理項目 撮影基準  
着工前  全景又は代表部分 施工前   

 
 
 

完 成  密度（平均） 施工後 
 

 

 
施工状況 

舗装版切断 切断状況 施工中 適宜 

舗装版取壊し 取壊し状況 施工中 適宜 

   ～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～  
 
  その他必要に応じて、段階確認、確認・立会の計画を記述する。 
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７  緊急時の体制 （例）  

 
  大 雨 、 強 風 等 の 異 常 気 象 で 、 災 害 発 生 の お そ れ が あ る 場 合 に は 工 事

を 中 止 し 、  現 場 の 整 理 を 行 い 、必 要 に 応 じ て 現 場 内 の パ ト ロ ー ル を 行

い 警 戒 に 当 た り ま す 。  
ま た 、地 震 、水 質 事 故 、工 事 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、応 急 措 置 を 行 う

と と も に 関 係 者 に 連 絡 し 適 切 に 対 応 し ま す 。  
   な お 、  緊 急 の 連 絡 は 次 の 通 り で す 。  
   
   緊 急 連 絡 系 統 図  

 

○ ○建設（株）  
○○現場事務所  

 
現場代理人氏名  

 
TEL 

発注者  
横浜市○○局・区○○課  

TEL 
氏名  

N T T 
支店  

TEL 

緊急病院  

 
TEL 

水道局  
配水管理所  
TEL 

監督者  
○○区○○土木事務所  

TEL 
氏名  

東京電力  
営業所  

TEL 

警  察  署  
 
TEL 

消  防  署  

 
TEL 

請負人  
○○建設（株）本社  

TEL 
氏名  

労働基準監督署  

 
TEL 

東京ガス  

 
TEL 
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８  交 通 管 理 （要点）  
 
   (1) 工事に伴う交通処理及び交通対策については、  道路工事等協議を遵守する。  

   (2) 保安施設設置図を必ず添付する｡  
      （迂回路を設ける場合には、 迂回路の図面及び安全施設、案内標識の配置図面  
   並びに交通誘導員等の配置について記載する）  
 
   

９ 安 全 管 理   （要点）  
 
  安全管理に必要なそれぞれの責任や組織づくり、活動方針を記載する。  
  (1) 工事安全管理対策  
     ア 安全管理組織（現場パトロールの体制及び保安要員）  
     イ 危険物を使用する場合は，保安及び取り扱いについて  
     ウ その他必要事項  

 
    （例）  工事安全管理対策  

 
                               統括安全管理者  

 
                                              衛生管理者  
 
                               現場安全管理者  

 
                               安全管理副責任者  

 
                               安全衛生推進員  

 
      
 
    

 (2) 第三者施設への安全管理対策  
       家屋、商店、鉄道、ガス、電気、電話、水道等の第三者施設と接近して工事  
   を行う場合の安全対策  
    (3) 工事安全教育及び訓練についての活動計画  
        安全管理活動として実施予定のものについて参加予定者、開催頻度等を記入

する。  
       安全・訓練等の実施状況の記録及び報告  
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(4) 熱中症に対する義務付け等対策（労働安全衛生規則第六百十二条の二）  
注）WBGT28 度以上又は気温 31 度以上の環境下で連続 1 時間以上又は  

1 日 4 時間を超えて実施が見込まれる作業が対象  
  
       ア 連絡体制  
     熱中症の自覚症状や恐れのある作業者を見つけた者が、その旨を報告する体

制を記載する。  
 

（例１；土木発注工事等）  
【発見者】⇒【現場代理人】  
※搬送先等は「７緊急時の体制」の緊急連絡系統図を準用する。  
注）常駐緩和等の場合は代理を指名しておくこと。  

 
（例２；本庁発注工事等）  

【発見者】⇒【職長】⇒・・・⇒【現場代理人】  
※搬送先等は「７緊急時の体制」の緊急連絡系統図を準用する。  

 
    イ 実施手順  
     作業離脱、身体冷却、医療機関搬送等の実施手順を記載する。  
 

（例）  
                   意識正常  【経過観察】  

【発見】 【作業離脱・身体冷却】  
意識異常  【医療機関搬送】  

 
ウ アおよびイの関係作業者への周知  

関係作業者への周知方法（現場で掲示、安全教育・訓練、KY 活動、新規入  
場教育等で周知等）及び記録（写真、議事録、チェックリスト等）について記    
載する。  

     
    エ 健康チェック等  
     作業開始前の関係作業者の健康チェック等について記載する。  

 
    オ 熱中症対策・現場環境改善計画  
      監督からの通知を受け、熱中症対策・現場環境改善計画を作成し、打合

せ簿で提出する。施工計画書には「別途、熱中症対策・現場環境改善計画に

よる」と記載する。    
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10 仮設備計画 （要点）  
 
  工事全体に共通する仮設備の配置計画等について、位置図、概略図等を用いて具

体的に記載する。  
  工事に直接関係する仮設工、工事用道路の直接仮設備は施工方法で記載し、ここ

では下記の間接的設備について記載する。  
   (1) 監督員詰所、現場事務所、作業員宿舎、倉庫等の仮設建物  
  (2) 材料，機械等の仮置場  
  (3) 工事施工に必要なプラント等の機械設備  

 (4) 運搬路（仮道路、仮橋、現道補修等）  
 (5) 仮排水  
 (6) 工事標示板、安全看板、立入防止柵、安全管理に関する仮設備  
 (7) その他  

 

11 環 境 対 策   （要点）  
 
  近隣の住宅、病院、学校等の環境の保全のための対策について必要により記載す

る。  
 (1) 発生土、廃材運搬経路図を必ず添付する。  
 (2) 騒音、振動対策  
  (3) 水質汚濁  
 (4) ごみ、ほこりの処理  
 (5) 苦情等の処理  
 (6) 事業損失防止対策（家屋調査地下水の観測等）  
 (7) その他  
 

12 現場環境改善計画   （要点）  
  
  現場労働者の作業環境の改善や周辺住民の生活環境への配慮並びに一般住民への

建設事業の広報活動を行うために実施するものであり、現場環境改善に関する特記

仕様書に基づき、実施する項目等を記載する。  
 

13 再生資源活用計画（要点） 

 
 資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法）に基づき、計画書

及び実施書の写し等を添付する。  
(1) 再生資源利用計画書（実施書）  

   (2) 再生資源利用促進計画書（実施書）  
  (3) 確認結果票  
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14 工 程 表   （要点）  
 

  (1)  工事内容に応じた方式（ネットワーク又は，バーチャート等）により計画工

程表を作成する。  
   (2)  工事進ちょくに伴い実施工程表を別途作成する。（計画工程表に実施工程を

朱書きしてもよい。提示も可）  
 

15 そ の 他  
 
   その他重要な事項について、必要により記載する。  
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３ 打合せ簿について   
 
  打合せ簿は発注者および請負人が工事施工状況についてお互いに確認し合い、 

行き違いのないように書類に記録しておく重要な書類である。  
    打合せ簿（指示）は工事の契約内容が変わる設計変更や、土木工事施工管理基

準等に基づく指示をする場合等に用いられ、次のような場合には、監督員から打

合せ簿（指示）を受け取り検査時に添付すること。  
 

(1) 工事の契約内容が変わる場合  
工種、形状、構造、工法、数量等の変更は、打合せ簿（指示）を必ず受け取

ること。  
(2)  土木工事施工管理基準に基づく場合 (監督員から任意の位置を指示された  

   とき ) 
     ァ 道路土工の品質管理位置の打合せ簿（指示）を受け取る。  
           現場密度または飽和度 (粘質土 )の試験は，試験回数が施工量により決  

定されるので、試験回数を確認し打合せ簿（指示）を受け取る。  
     ィ   舗装工の出来形管理の掘起し位置、コア－の抜取り位置の打合せ簿（指示） 
    を受け取る。  
 

指示事項（例）  測定項目  

車  
 

道  

路床改良掘り起し  厚さ測定  

上・下層路盤掘り起し  厚さ測定  

Ａs 安定処理  コアー厚さ測定  

表層・基層  コアー厚さ測定  

歩  
道  

路盤掘り起こし  厚さ測定  

表   層  コアー厚さ測定  

     ウ   舗装工の品質管理位置の打合せ簿（指示）を受け取る｡ 

指示事項（例）  試験（測定）種目  

車  
 
 

道  

路床改良  
安定処理工法  ＣＢＲ試験  
置換工法  締め固め度試験  

下層路盤  締め固め度試験  
上層路盤  締め固め度試験  

Ａs 安定処理  
締め固め度試験（コアー）  
抽出試験（コアー）  

表層・基層  
締め固め度試験（コアー）  
抽出試験（コアー）  
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     エ   舗装工のコア－抜取り位置の打合せ簿（指示）の記載例  

 
オ 工事個所が点在していても、現場間の距離が１㎞以内であれば、合計数量  

   を管理基準の対象としてよい  
 
 (3)  土木工事施工管理基準等に管理の方法が明記されてない場合  
      特記仕様書等でも管理方法が明記されていない場合は、監督員と協議し、  
  その管理方法について指示を受けるか、施工計画書に明記する。   
 
 (4)  土木工事施工管理基準に基づく任意の位置の箇所例  
  ア 車道路盤の掘り起こし・締固め度試験箇所例  
  イ 車道コアーの厚さ・締め固め度・抽出試験箇所例  
    ウ   歩道路盤の掘起し箇所例  
    エ   歩道コアーの厚さ試験箇所例  
 
 
 
 
 
 
 

番

号  
指  示  箇  所  出  来  形  品  質  

厚さ  検査提出  密度  抽出  
１  NO．０＋１１ｍ中央    ○  ○  
２  NO．３＋１２ｍ右  ○   ○  ○  
３  NO．６＋１０ｍ左  ○  ○    
４  NO．９＋  ８ｍ中央  ○   ○  ○  
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 ア 車道路盤の掘起し･締固め度試験箇所例   
《本線 C 交通 表 5、基 5、安 10、上路 15、下路 15》 
《取付道路 L 交通 表 5、上路 10、下路 10》 

                           
        12.0m(車道） 

 
                                     No.10  
 
 

No. 9  
 
   施 

No. 8  
 
 
                                     No. 7  
 
              100m2                                 50m2 
                                     No. 6  
   工 
 

No. 5  
                                 掘起し実施箇所 
                                

No. 4            締固め度実施箇所 
 
   区 
                                     No. 3  
 
 
                    45m2        No. 2              100m2 
 
   域 
                                    No. 1  
 
 

No.0  
 
 
 
 掘起し実施回数 ６回（上･下層路盤同じ） 
     締固め度実施回数 ６回（上･下層路盤同じ） 
     車道面積 12×200＝2400 ㎡･･･1500 ㎡以上 3000 ㎡未満なので６回実施する｡ 
     2400m2÷6 回＝400 ㎡/回 ･･･おおよそ 400 ㎡ごとにバランスよく箇所を選定する｡     

取付道路面積 45＋100＋100＋50＝295 ㎡･･･300 ㎡未満なので省略する｡ 
 
注  舗装構成又は路盤材の種類が異なるところは、それぞれで管理する ｡ 
  ただし、それぞれの面積が 300 ㎡未満は省略することができる。  
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  イ 車道コアーの厚さ･締固め度･抽出試験箇所例 
《本線 C 交通 表 5、基 5、安 10、上路 15、下路 15》 
《取付道路 L 交通 表 5、上路 10、下路 10》 

                    
              12.0m（車道） 
                               No.10  
                                    

コアー抜取り位置 
No. 9  

 
 施 

No. 8  
 
 
                               No. 7  
 
            100m2                            50m2 
                               No. 6  
 工 
]     

No. 5  
 
 

No. 4  
 
 区 
                               No. 3  
 

45m2                                100m2 
                           No. 2               
 
 域 
                              No. 1  
 
 

No.0  
 
 
     コアー総数  ４本、 車道面積 12×200＝2400 ㎡ 
     2400 ㎡は 500 ㎡以上 3000m ㎡未満なのでコアーの抜取り３本＋１本＝４本（認定書無） 
     2400 ㎡÷4 本＝600 ㎡/本･･･おおよそ 600 ㎡ごとにバランスよく箇所を選定する｡ 
     取付道路面積 45＋100＋100＋50＝295 ㎡･･･500 ㎡未満なので省略する｡ 
     厚さの管理は 2400 ㎡なので３本で実施する｡ 
     締固め度の管理は 2400 ㎡なので３本で実施する。 
     As 量,密度の抽出は面積に関係なく３本で実施する。(認定書のない合材のみ) 
     検査提出コア－は 2400 ㎡なので１本、厚さ管理したものを提出する｡ 
 
注  舗装構成の異なるところは、それぞれで管理する ｡  
    ただし、それぞれの面積が 500 ㎡未満は省略することができる。  

 
コアー選択順序 

① 舗装面積に該当するコア

ーを選ぶ 
（4個・９個・１５個） 

② ①から厚さ管理コアーを

選ぶ（３個・６個・１０個） 
 
③ ②から検査提出コアーを

選ぶ（１個・３個・５個） 
 
④ ③以外から密度管理コア

ーを選ぶ 
（３個・６個・10個） 

⑤ 事前審査認定の無い合材

は④から抽出コアーを選

ぶ（３個） 
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 ウ 歩道路盤の掘起し箇所例  
                                      コアー抜取り位置 

                   （車道） 
                                   No.10  
                               
 

No. 9  
        歩道             歩道 

 
No. 8  

 
 
                                   No. 7  
 
          取付道路                         取付道路 
                                   No. 6  
  

 
No. 5  

            歩道             歩道 
         

No. 4  
 
  
                                   No. 3  
 

取付道路                       取付道路 
 No. 2               

 
        歩道       

                                  No. 1     歩道 
 
 

No.0  
 
     
 
 掘起し実施回数  ３回 
    取付道路を除いた総延長は 360m(左右の歩道を一本の直線と考える) 
    360m÷120m＝3.0（端数が生じた場合は切り上げ）･･･３回実施する｡   
    360m÷ 3 回＝120m/回･･･おおよそ 120m ごとにバランスよく箇所を選定する｡ 
    ※ 左右の歩道幅員が違っていても、延長を合計し 120m ごとに選定する｡ 
      実施回数が１回の場合は規格値の範囲以内、２回以上の場合はその平均値が設計値以上 

(平均値は 120m ごとのためＸ３，Ｘ６，Ｘ１０とは限らない)  
   
注 舗装構成にかかわらず，120ｍごとに行う。 
    ただし、総延長が 60ｍ未満は省略することができる｡  

②２ 
選

定

区

域 
120
m 

 
③ 
選 
定 

区 

域 
 
120

m 
 

 
 
 
 
右 
 
歩 
 
道 
 
180 
 
m 
 

 
 
① 
選 
定 

区 

域 
 
120

m 
 

②１ 

選

定

区

域 
120

m 
 

 
 
 
 
左 
 
歩 
 
道 
 
180 
 
m 
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 エ 歩道コアーの厚さ試験箇所例   
                                      コアー抜取り位置 

                   （車道） 
                                   No.10  
                               
 

No. 9  
        歩道             歩道 

 
No. 8  

 
 
                                   No. 7  
 
          取付道路                         取付道路 
                                   No. 6  
  

 
No. 5  

            歩道             歩道 
         

No. 4  
 
  
                                   No. 3  
 

取付道路                       取付道路 
 No. 2               

 
        歩道       

                                  No. 1     歩道 
 
 

No.0  
 
     
 
     コアー総数  ３本 
     取付道路を除いた総延長は360ｍ(左右の歩道を一本の直線と考える) 
     360ｍ÷120ｍ＝3.0(端数が生じた場合は切り上げる)  
     360ｍ÷ 3本 ＝120ｍ/回･･･おおよそ120ｍごとにバランスよく箇所を選定する｡     
   ※ 切下げ部があっても、延長を合計し120ｍごとに選定する｡ 
     抜取り本数が１本の場合は規格値の範囲以内, ２本以上の場合はその平均値 
 が設計値以上(平均値は120mごとのためＸ3，Ｘ6，Ｘ10とは限らない) 
 
注 舗装構成にかかわらず，120ｍごとに行う。 
    ただし、総延長が60ｍ未満は省略することができる。 
                                      

②２ 
選

定

区

域 
120
m 

 
③ 
選 
定 

区 

域 
 
120

m 
 

 
 
 
 
右 
 
歩 
 
道 
 
180 
 
m 
 

 
 
① 
選 
定 

区 

域 
 
120

m 
 

②１ 

選

定

区

域 
120

m 
 

 
 
 
 
左 
 
歩 
 
道 
 
180 
 
m 
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４ 材料関係（材料確認書ほか） 
 
 工事に使用する材料には、材料確認書の対象、打合せ簿の対象、それ以外の材料がある。 
 
(1)「材料確認書」の対象  

    工事に使用する材料のうち、設計図書（共通仕様書、特記仕様書）で「確認を受ける」と指定さ

れた材料については、材料確認書を提出して監督員が臨場して確認する。 
  なお、材料確認書の詳細については、工事書類作成の手引き（土木工事編）「６材料確認書」によ

るものとする。 
 
材料確認書（例） 

 
材 料 確 認 書 

 
令和   年   月   日  

 
（工事監督課・事務所） 
 
 ○ ○ 土木事務所                   
 

請負人（社名） ○ ○ 建設株式会社                
                 
現場代理人氏名  ○ ○  ○ ○              

 
 
工事名  ○ ○ 工事                                         

 
 標記工事に使用する下記の材料について確認をお願いします。 
 

材料名 品質規格 
確   認   欄 

備 考 
確認年月日 確認方法 確認 

      

      
 
 
 
材料確認書の手順 
 
① 材料確認書の材料名および品質規格を記入し、一部の材料かサンプルと品質証明資料とともに監

督員に提出する 
② 提出された資料をもとに監督員が臨場確認し、要求された品質および規格に適しているか確かめ、

材料確認書の確認欄に監督員が記入する 
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(2)「打合せ簿」の対象  

    工事に使用する材料のうち、設計図書（共通仕様書、特記仕様書）において、監督員の「承諾」

または「提出」が記載された材料については、監督員に「打合せ簿（承諾）または（提出）」を提出

する。 
  対象としては、レディーミクストコンクリートの示方配合表やアスファルト混合物の配合設計・

認定書などが該当する。 
  複数の材料や品質・規格がある場合は、次のような一覧表を打合せ簿の次ページに添付し、品質

を判定できる資料と共に監督員へ提出する。 
 
一覧表（例） 

 
  材       料       名   規            格   生 産 社 名 (会社名及び工場名又は産地)   承諾方法 

 生コンクリート (高炉)  18-8 W/C 比 60%以下  ○○ｺﾝｸﾘｰﾄ(株) ○○工場   配合報告書 

 生コンクリート (高炉)  24-8 W/C 比 55%以下  ○○ｺﾝｸﾘｰﾄ(株) ○○工場   配合報告書 

 アスファルト合材  再生密粒度(13)  ○○道路(株) ○○工場   認 定 書 

 再生アスファルト合材  再生粗粒度(20)  〇〇道路(株) 〇〇工場   認 定 書 

    
 

    
    

 
 
(3)それ以外の材料 

設計図書で「確認を受ける」と指定されている材料、打合せ簿で提出することになっている材料

以外の材料についても、使用に先立ち品名、製造会社、規格証明書、品質試験成績表、その他品質

を判定できる資料を監督員へ提出し、承諾を求めることができる。 
複数の材料や品質・規格がある場合は、(2)の一覧表を打合せ簿の次ページに添付し、品質を判定

できる資料と共に監督員へ提出する。 
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５ 使用材料総括表（例） 
 

工  事  名 ○ ○ ○ 工事  
  請  負  人 ○ ○ ○建設㈱  現場代理人 ○ ○ ○ ○ 

 材        料        名  規          格  単位  使用数量   備        考 

 生コンクリート (高炉)  21-8 W/C 60%以下  ｍ3     32.5 設計；18-8 W/C 60%以下 

 生コンクリート (高炉)  24-8 W/C 55%以下  ｍ3    155.0  

 粒度調整砕石  ＲＭ－４０  ｍ3     62.4  

 アスファルト合材  再生密粒度(13)  ｔ     51.1  

 再生アスファルト合材  再生粗粒度(20)  ｔ     53.5  

 歩車道境界ブロック  150/170×200×600  本     90 JIS〇〇 

 コンクリート積ブロック  ３５－Ａ種  個    390 JIS〇〇 

 切  込  砕  石  ＲＣ－４０(基礎用)  ｍ3     17.0  

 切  込  砕  石  ＲＣ－４０(路盤用) ｍ3     92.1  
     

     

     

     

 
 

      

 
 
(１) 使用数量は、材料ごとの合計を記入する。また、補助工事では使用材料集計表と整合さ

せること。  
(２) 数量は小数点以下１位（２位を四捨五入）まで記入する｡ 
(３) 材料の規格は現場で実際に使用した規格を記入するものとし、設計上の規格と異なる場

合は備考欄に設計上の規格を記載する。 
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６  工事数量計算書について 
 
 (1)  請負人が作成する。 
 (2)  設計計算書と同一でも良いが、 請負人の名前で必ず添付する。 
 (3)  工事出来形図の実測値と照合し整合性を図ること。 
    ※ 都市計画道路等の車道幅員、車道延長について理論値を採用しているものは、求積

も理論値により算出する。 
  (4)  数量の算出根拠は、設計業務数量算出基準による。 
  (5)  交通誘導警備員については伝票をもとに集計表を作成する。【伝票は提示も可】 
 
交通誘導警備員集計表（例） 
 
月日 工 種 規制方法 昼間 A 夜間 A 昼間 B 夜間 B 備 考 

10/11 人孔調整工 片側交互 １  １  規制図１ 
10/12 休 工       
10/13 切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ 片側交互  １  8 規制図２ 
10/14 休 工       
10/15 区画線工 片側交互 1  1  規制図１ 
        
合 計   2 1 2 8  

※規制図は施工計画書や道路工事等協議添付図面で良い。 
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７ 出来形管理関係 
 
 （１） 出来形管理表 
      ア 車道舗装工 （例）                                
      イ  Ｌ形側溝工  （例）                                           
 
 （２） 検査合格判定表（出来形） 
      ア  路床改良掘起し検査合格判定表（出来形）（例）                 
      イ  路盤掘起し検査合格判定表（出来形）（例）                      
      ウ  抜取りコアー検査合格判定表（出来形）（例）                   
     注：測定者名・立会者名は、必ず記入する。 
 
 （３）路面の平坦性試験について  
 
（４）ICT 施工の出来形管理図表（例）                                        

 
 



La Ca Ra Lb Cb Rb Lc Cc Rc Ld Cd Rd Le Ce Re

- - - - - - - - - - - - - - -

実測 実測 実測 実測 実測 実測 実測 実測 実測 実測 実測 実測 実測 実測 実測 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差

650 660 650 450 445 450 300 300 295 250 250 250 200 200 200 200 0 215 15 200 0 150 0 145 -5 155 5 50 0 50 0 45 -5 50 0 50 0 50 0

655 655 660 445 450 455 300 300 300 245 250 245 200 200 195 210 10 205 5 145 5 150 -5 155 0 55 5 50 5 55 0 55 5 45 -5 50 0 50 0

650 670 655 450 450 450 295 295 300 250 250 245 200 195 190 200 0 220 20 205 5 155 5 155 5 150 0 45 -5 45 -5 55 5 50 0 55 5 55 5

660 650 660 455 445 450 300 295 300 250 250 250 205 195 190 205 5 205 5 205 10 155 5 155 0 150 0 50 0 45 -5 55 0 50 -5 55 0 55 0

655 660 665 445 455 455 305 300 305 245 250 250 195 200 200 210 10 205 5 210 10 140 -10 155 5 150 0 60 10 50 0 55 5 50 0 50 0 50 0

660 665 660 450 450 450 295 295 300 250 245 250 195 195 200 210 10 215 15 210 10 155 5 155 5 150 0 45 -5 50 0 50 0 55 5 50 0 50 0

660 655 655 445 445 445 295 300 295 245 250 245 195 200 195 215 15 210 10 210 10 150 0 145 -5 150 0 50 0 50 0 50 0 50 0 50 0 50 0

7.1 10.7 7.1 0.0 0.7 1.4 0.7 -1.4 1.4 -0.7 0.7 0.7

ＮO.１２　(左）

平均

ＮO.  ４　(左）

ＮO.  ６　(左）

ＮO.  ８　(左）

ＮO.１０　(左）

測         点

ＮO.  ０　(左）

ＮO.  ２　(左）

-45 -45

C(c-d) R(c-d)

-9

L(a-b) C(a-b) R(a-b) C(b-c)測 定 位 置 L(b-c)

-25規   格   値 -45 -25

27

7  (1)  -ア　（例） 出　　来　　形　　管　　理　　表

　工　事　名

　工　種　名　　車道舗装工

-9

R(b-c)

-25

L(c-d)

-9 -7 -7

L(d-e) C(d-e) R(d-e)

-7

50

50

150

▽ 丁張り高+200

Ｌ Ｃ Ｒ

200

設計e=200

設計d=250

設計c=300

設計b=450

設計a=650

基層 再粗粒度As(20)

表層 密粒度As(13)

上層路盤 再M-40

下層路盤 再C-40
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測定位置 a b c d

規格値 － － － －

測点 実測 実測 実測 実測 実測 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差 実測 差

No. 1(左) 575 460 575 370 115 5 205 5 505 5 725 10

No. 3(左) 570 460 570 370 110 0 200 0 500 0 720 5

No. 5(左) 575 465 575 370 110 0 205 5 510 10 730 15

No. 7(左) 575 460 575 365 115 5 210 10 500 0 715 0

No. 9(左) 575 455 575 365 120 10 200 0 505 5 725 10

-20

Ww

-20

a-b c-d

-20 -20

 

出 来 形 管 理 表  ７ （１）－イ （例）  

工事名                    

工種名 Ｌ形側溝工 （タイプ１）        

▽ 丁張り高+200 

110 
200 

設計 d 370 

設計 c=a 570 
設計 b 460 

設計 a 570 

W 715 

w 500 
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 7      (2) - ア　　　（例）

　路 床 改 良 堀 起  し 検 査 合 格 判 定 表 （出来形）

50

安定処理

８０ｃｍ，　測定者　現場代理人，立会者　監督員　

工 事 名
工 種 名
設 計 厚
合格判定値

NO3（Ｒ）  

820

+20

10

40

30

20

測　点

実　測

差

-40

-50

0

-10

-20

-30

Ｘ３

813

NO5（Ｌ）

840

+40

780

NO7（Ｃ）

個々　-４５mm以内，Ｘ１０＝-１５mm以内，Ｘ６＝-14mm以内，Ｘ３＝-8mm以内

個々の判定値
-45mm

+13

今回の平均値
+13mm

Ｘ3の判定値

-　8mm

-20



 7      (2) - イ　　　（例）

　路 盤 掘 起 し 検 査 合 格 判 定 表 （出来形）

50

下層路盤工（再Ｃ－４０）

個々　-４５mm以内，Ｘ１０＝-１５mm以内，Ｘ６＝　　　，Ｘ３＝

２５ｃｍ，　測定者　現場代理人，立会者　監督員　

工 事 名
工 種 名
設 計 厚
合格判定値

NO1+13（Ｃ）  

255

+5

NO2+5（Ｒ）

250

-30

40

30

20

測　点

実　測

差

Ｘ１０

255

NO13+12（Ｃ）NO4+14（Ｌ） NO7+11（Ｒ） NO10+9（Ｌ）NO9+14（Ｃ）

250260245 260

NO14+15（Ｌ）

260

-5

NO5+8（Ｌ）

255

+5 +10 +5

NO11+13（Ｒ）

260

+10

255

30

今回の平均値
+5mm

Ｘ１０の判定値
-15mm

個々の判定値
-45mm

+10 +10 5±0±0

10

-40

-50

0

-10

-20
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 7      (2) - ウ　　　（例）

　抜 取 り コ ア ー 検 査 合 格 判 定 表 （出来形）

個々　 -9mm以内， Ｘ１０＝-3mm以内，Ｘ６＝     mm以内，Ｘ３＝     mm以内

基層工（粗粒度アスコン）

5.0ｃｍ，　測定者　現場代理人，立会者　監督員　

工 事 名
工 種 名
設 計 厚
合格判定値

10

5

測　点

実　測

差

NO0+7（L）  

55

+5

-10

0

-5

Ｘ１０

53.1

NO13+17（C）NO3+8（C） NO7+4（L） NO11+3（Ｒ）NO9+5（C）

52

NO1+15（Ｒ）

54

+4

5653

+3

NO5+11（Ｒ）

54

+4 +6 +2

52

NO14+15（Ｒ）

±0

NO12+18（L）

52

+2

50 53

個々の判定値
-9mm

+3 +2 +3.1

今回の平均値
+3.1mm

Ｘ10の判定値
 -3mm
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７（３）舗装工 平坦性試験について 
 
 一般的には「３ｍプロフィルメーターによる方法」による。   
 アスファルト混合物やセメントコンクリートで舗装した車道舗装の平坦性の測定 
のために現場で実施する。 
 バス路線等の幹線道路で施工延長２００ｍ以上について実施する。 
ア 始点及び終点の位置を確認するとともに、橋梁取付部、マンホールなど平坦性 
 測定の障害となる構造物の位置を確認する。 
イ 測定位置は、出来形管理や検査を目的とする場合には、車線毎に車線の中心から

１ｍ離れた地点を結ぶ、中心線に平行する２本の線のいずれかの一方上に延長 1.5

ｍ間隔で設置された任意の地点とする。（障害物付近のデーターは、除去する） 
ウ  測定開始点と測定終了点の間を、通常の歩行速度で３ｍプロフィルメーターを牽

引し、路面の凹凸を記録する。 
 
 
※３ｍプロフィルメーターによる方法 

舗装調査・試験法便覧〔第１分冊〕 
第Ⅱ章  調査編  ２．路面の定量調査  
  S028  舗装路面の平たん性測定方法………[１]－147 

 
 
７（４）ICT 施工の出来形管理図表（例） 
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 ８  品質管理関係 
 
 
   （１）アスファルト混合物温度管理表（例）                
  （２）レディーミクストコンクリートの品質管理表（例）          
  （３）検査合格判定表（品質） 

ア 路床改良検査合格判定表（品質）置換工法（例）          
イ 路床改良検査合格判定表（品質）安定処理工法（例）       
ウ 路盤締固め度検査合格判定表（品質）(例)             
エ 合材締固め度検査合格判定表（品質）(例)              
オ 合材抽出アスファルト量粒度検査合格判定表（品質）（例）    

 
 



８　（１）（例）
アスファルト混合物温度管理表

配合設定温度　　１４２℃～１４７℃

34

9

160

147

8

162

7

161

159

3

162

6

160

5

161

温
　
　
　
度
　
（

℃
）

180

170

160

150

140

130

120

145

工事名

混合物の種類

最適締固め温度 ;

転 圧 温 度

月 日

台 数

出 荷 温 度

到 着 温 度

密粒度　１３ｍｍ　

2

161

8/29

1

160

158

4

160

157

143



　8  (2) 　 (例）

工　事　名
【配合設計】

1月8日 1月11日

8.0 8.2

4.5 5.0

0.03 0.03

18.0 19.0

26.0 27.0

［ｋｇ・ｍ３］

21

19

17

15

13

σ２８　圧縮強度

25

［Ｎ/ｍｍ２］

23

(例）

29

27

(例）

8.0

6.0

4.5

7.0

［Ｎ/ｍｍ２］

σ７　圧縮強度

10.0

0.02

5.0

(例）

(例）

(例）

21

3.5

4.0

0.04

0.03

　塩化物含有量

　空  気  量

σ 7 圧 縮 強 度

σ 28 圧 縮 強 度

　ス ラ ン プ

［ｃｍ］

［％］

9.0

5.5

35

レ デ イ ー ミ  ク ス ト コ ン ク リ ー ト の 品 質 管 理 表

呼　び　名　　：　　高炉　２４－８－２０- ＢＢ

水セメント比 55.0%，　細骨材比46.0%，　塩化物含有量0.3kg/m3以下

打 設 日 　　　備　　　　　　　　　考

8cm±2.5cm

4.5%±1.5%

ス ラ ン プ

空 気 量

塩 化 物 含 有 量
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 8      (３) - ア　　　（例）

　路 床 改 良 検 査 合 格 判 定 表 （品 質）

100

再Ｃー４０置換工法（砂置換法）

配合報告書の最大乾燥密度　１．９４４

工 事 名
工 種 名
基 準 密 度
合格判定値

NO1+5（R）  

1.910

98.3

96

99

98

97

測 　点

計測値

百分率

91

90

95

94

93

92

Ｘ６

1.9031.870

NO2+15（L）

1.900

97.7

1.9201.890

NO4+10（C） NO7+15（L） NO9+10（C）

98.8

個々；基準密度の90%以上， Ｘ１０＝92.5%以上，Ｘ６＝93.0%以上，Ｘ３＝93.5%以上

ＬＣＬ90%（個々）

97.9

Ｘ６＝97.9%（平均）

ＬＣＬ93%（Ｘ６）

96.297.2

NO6+5（Ｒ）

1.930

99.3



37

13.5

11.0

10.5

平均値　14.6%

目標CBR 13.8%
14.0

14.5

目標CBRの85%=11.73%

15.0

10.0

13.0

12.5

12.0

11.5

Ｘ３

14.6

NO７（C）

工 種 名

16.0

NO３（R）  測　点

計測値 15.6

 8      (３) - イ　　　（例）

 路 床 改 良 検 査 合 格 判 定 表 （品 質）

個々；目標ＣＢＲの８５％以上， Ｘ３，Ｘ６，Ｘ１０；目標ＣＢＲ値以上

15.5

安定処理工法（ＣＢＲ試験）設計ＣＢＲ ８％，　改良厚　８０cm

13.80%

工 事 名

目 標 ＣＢＲ 値

合 格 判 定 値

NO5（L）

14.3 13.8



38

 8      (３) -ウ　　　（例）

　路 盤 締 固 め 度 検 査 合 格 判 定 表 （品 質）

100

下層路盤工（Ｃー４０）　ｔ＝３０ｃｍ

配合報告書の最大乾燥密度　1.944

工 事 名
工 種 名
基 準 密 度
合格判定値

NO1+5（R）  

1.910

98.3

96

99

98

97

測 　点

計測値

百分率

91

90

95

94

93

92

NO4+10（C） NO7+15（L） NO9+10（C）NO6+5（Ｒ）

1.9031.870

Ｘ６

ＬＣＬ93%（個々）

97.9

Ｘ６＝97.9%（平均）

ＬＣＬ96%（Ｘ６）

個々；  基準密度の93%以上， Ｘ１０＝  　　%以上，Ｘ６＝96%以上，Ｘ３＝    %以上

96.2

NO2+15（L）

1.900 1.930

99.3 98.897.7

1.9201.890

97.2



96.7

39

ＬＣＬ94%（個々）

98.1

Ｘ６＝98.1%（平均）

ＬＣＬ96%（Ｘ６）96

91

90

95

94

93

97.6

2.3302.305

97.3

2.350

99.2 98.4

Ｘ６

2.322

NO6+10（C） NO11+15（L） NO14+10（C）

2.290

NO9+5（Ｒ）

92

99

98

97

測 　点

計測値

百分率

 8      (３) -エ　　　（例）

　合 材 締 固 め 度 検 査 合 格 判 定 表 （品 質）

個々；94%以上， Ｘ１０＝  　　%以上，Ｘ６＝96%以上，Ｘ３＝    %以上

100

基層工（２０mｍ）　ｔ＝５ｃｍ

2.368

工 事 名
工 種 名
基 準 密 度
合格判定値

NO1+5（R）  

2.345

99.0

NO3+15（L）

2.312



％

％

％

40

UCL = 47.6%

LCL = 4.8%

2

UCL = 8.5%

LCL = 2.5%

Ｘ３ = 5.9%

LCL = 33.6%

Ｘ３ = 39.97%

35

30

10

8

6

4

0.075m/m pass

 8    (３) - オ　　　（例）

工 事 名

0.075m/m pass

表層・基層±7.0%以内  ，As安定処理 ±8.5%以内

合格判定値（Ｘ３）

40.6

5.5

基準アスファルト量

配合設計 2.36m/mpass

配合設計 0.075m/mpass

5.9

39.97

表層・基層±0.5%以内  ，As安定処理  -0.7%以上5.27

NO11+12（L）

40.6

表層工（密粒度）抽出アスファルト量粒度検査合格判定表（品質）

表層・基層±3.0%以内  ,  As安定処理 ±3.5%以内

Ｘ３

5.3

測　　　　　　点

アスファルト量

2.36m/m pass

6.5

5.41

38.2

5.3

NO1+15（Ｒ） NO7+5（Ｃ）

5.32

41.1

UCL = 5.8%

Ｘ３ = 5.33%

5.33

2.36m/m pass

##

50

45

40

##

アスファルト量

5.9
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９ 発生土・廃材関係書類について  
 
  (１)  指定処分 
      ア  建設発生土 
       (ア)  副申書 
       (イ)  料金納入通知書･還付金領収書 
       (ウ)  集計表(設計数量と搬入整理券の合計数量が確認できること｡  
          また、合併、継続工事等は全体の数量が確認できること｡) 
       (エ)  搬入整理券(半券)【提示も可】 
       (オ)  土砂検定試験表（1000ｍ3以上） 
         ※  運搬経路図は施工計画書に添付すること｡ 
      イ  建設廃材（Ａｓ殻、Ｃｏ殻、現場発生路盤材） 
       (ア)  廃材搬入利用申込み書 
       (イ)  集計表(設計数量と搬入数量が確認できること｡  
                    また、合併、継続工事等は全体の数量が確認できること｡) 
       (ウ)  廃材検収伝票 【提示も可】  
         ※  運搬経路図は施工計画書に添付すること｡ 
 
  (２)  確認処分 
      ア  建設発生土・産業廃棄物（泥水、その他） 
       (ア)  確認処分届 
       (イ)  集計表(設計数量と搬入数量が確認できること｡  
                    また、合併、継続工事等は全体の数量が確認できること｡) 
       (ウ)  搬入証明書（受入先が発行した搬入整理券等）【提示も可】 
         ※  運搬経路図は施工計画書に添付する。 
            泥  水･･･含水率が高く粒子が微細で泥状のもの｡ 
                      廃ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ泥水･泥状土･ﾘﾊﾞｰｽｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ泥水等 
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（３）発生土・廃材集計表 （例） 
 

 工事名 ○ ○ ○ 工事 

 
 種 別 As 殻 

 処分先 ○ ○ ○ 工場 

 請 負 人  ○ ○ ○ 建設  現場代理人 ○ ○ ○ ○ 
 

日 付 番号 車種(t) 搬出数量(t) 累 計 (t) 備   考 

10/1 １ １０ｔ 9.2 9.2  

10/1 ２ １０ｔ 9.3 18.5  

10/1 ３ １０ｔ 9.9 28.4  

10/2 １ １０ｔ 9.4 37.8  

10/2 ２ １０ｔ 8.9 46.7  

10/2 ３ １０ｔ 9.1 55.8  

10/2 ４ １０ｔ 9.3 65.1  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

合 計（ｔ） 65.1  

搬入数量（ｍ３） 27.7 2.35ｔ/ｍ３ 

設計数量（ｍ３） 27.0  
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10 工事履行報告書（例） 
 
工  事  履  行  報  告  書 

（記事欄） 
 

工事名 
 

○ ○ ○ ○ 工事 
     

工期 
  

○年 ９月 ×日 ～ △年 ６月 ×日 
 

日付 
  

△年 ３月 ×日 （ 3 月分） 
   

月 別 
 予定工程 ％ 

（ ）は工程変更後 実施工程 ％ 
 

備 考 

○年 ９月 
 

５ ５ 
 

１０月 １０ ８ 
 

１１月 ２０ １５ 
 

１２月 ３５ ３０ 
 

△年 １月 
 

５５ ５５ 
 

２月 ７０（ ６５） ６０ ２月○日変更契約 

３月 ８０（ ７０） ７０ 
 

４月 ９０（ ８５） 
  

５月 １００（ ９５） 
  

６月 （１００） 
  

    

主任 
監督員 

監督員  
現場 

代理人 
主任（監

理）技術者 

     

当該月の実施工程に関する事項について記載 

※  実施工程％の根拠資料の添付は不要。 

※ 変更契約後の予定工程（％）は、（ ）書きで記載し、変更契約の都度、追記する。 

※ 備考欄に変更契約日を記載する。 
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 １１   使 用 材 料 集 計 表 に つ い て  
 
（ 例 ） 
 
 材  料  名     規             格  単位  使 用 数 量     備          考  

 ｱｽﾌｧﾙﾄ合材  密 粒 度(13)   ｔ    1,356.5  

 工  事  名 ○ ○ ○ 工事 

 請 負 人 ○ ○ ○ 建設㈱  現場代理人 ○ ○ ○ ○ 

 納入年月日  納 入 量  累計数量  備   考   納入年月日  納 入 量  累計数量  備   考 

        

        

        

        

        

        

        

 
 

          

        

 
 
 
(１) 本表は、補助工事のみが対象である。 

（２） 材料の試験成績表等がロッド番号等に紐づけられている場合は備考欄に記入する。 
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１２   検査に必要な図面について 
 
 
    (１) 平 面 図（工種を色分けしたもの） 
 
     (２)  縦 断 図 
 
    (３)  横 断 図  ※  検査に必要な図面は，設計図書にある図面 

   を利用し(社印)は不要である。 
 

     (４) 構 造 図 
 
    (５) 求 積 図 
 
    (６) 仮 設 図 
 
    (７) 配 筋 図 
 
    (８) 展 開 図（石積，擁壁） 
 

                           ※ 理論値のあるもの 
 
   (９)  出 来 形 図 (１，２，４，８等の図面の設計値に朱書きしたもの) 

 

 
 

                            ※ 理論値のないもの 
 
   (10)  出 来 高 図 （１，５，８等の図面と同じ） 

 

 
    (11)  管 理 位 置 図（出来形管理，品質管理基準による） 
 
    (12)    施 工 順 序 図（ けた架設図，急速施工等 ） 
 
    (13)    保 安 施 設 設 置 図 
 
    (14)    そ  の  他 
 

 工事写真等（工事写真撮影基準による） 
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年 度 
Ｓ６３ 

Ｈ １繰 
番 号 ２９ 工 事 台 帳 （ 道 路 工 事 ） 

路 線 名   ３・４・５戸塚大船線 地 区 名  契約年月日 Ｓ．６３ ８．２４ 
   （中間） 

検査年月日 
Ｈ．１ ３．３１ 

   （土木） 

設 計 者 
横浜 三郎 

 
工 事 名      

都市計画道路 

○□△線街路整備工事（その○） 
着手年月日 Ｓ．６３ ８．３１ 

   （最終） 

検査年月日 
Ｈ．１ ７．１３ 

   （電気） 

設 計 者 
施設課 土木 幸治 

工事箇所      栄区長尾台笠間町 
   （当初） 

竣功年月日 Ｈ． １ ３．１８ 
   （土木） 

検 査 員 技術監理課 関内次郎 測量委託先 ○□技研（小林） 

請負業者      ○△建設（株） 
   （最終） 

竣功年月日 
Ｈ． １ ６．３０ 

   （電気） 

検 査 員 
施設課 桜木 町夫 設計委託先 

○▽ 

コンサルタント（渡辺） 

現場代理人 横浜 太郎 繰越の有無 有    無 監 督 員 ○△土木 港町 一朗 
土質調査 

  委託先 

   〃   

（ 〃 ） 

設   計   諸   元 工  事  費 工 事 内 容（最終 Ｌ．Ｗ． 主な工種） 

構 造 規 格         ４種１級  市道 県道 
阿久和 

鎌倉線 
当初設計金額 ３２，０１０，０００円 

 

Ｌ＝５８．５ｍ（１４２．５ｍ） 

 

Ｗ＝１２ｍ            土 工   植栽工 

                 車道舗装  照明工 

                 歩道舗装  雑 工 

                 附帯工 

設 計 速 度         ６０km／ｈ 請 負 金 額       ３１，８８０，０００円 

曲 線 半 径         ２７７．４ｍ 最終変更金額 ３７，５７５，０００円 

縦 断 勾 配         ０．０７％ 繰 越 金 額       １０，５８７，９００円 

横 断 勾 配         車道 ２％   歩道 ２％ 標  準  横  断  図   （舗装構成も必ず記入する事） 

設 計 交 通 量         
６５年推計 

１５，８００台／日 大型車１，０２７台 区分Ｃ交通 

 

路床土Ｃ．Ｂ．Ｒ １．０％（設計Ｃ．Ｂ．Ｒ） 

路床土Ｃ．Ｂ．Ｒ （改良後） ％ （材料） ｋｇ／㎡ 

路床土Ｃ．Ｂ．Ｒ （置換後）６％ （材料） 
    ４０～０ 

クラッシャーラン ７０cm 

舗 装 厚         総厚 １２５cm（５５cm） ＴＡ＝２８．３ 

照 明         光源 Ｈｇ灯 高さ ８ｍ 配列 片側        

植 栽         
           高木 

単独桝  連続桝   低木 オオムラサキツツジ 

排 水         
河川側       民地側 

 Ｌｏ       鉛ビ管 （車道 歩道） 

 （その他）    
 

道路特別整備事業県道□○△線道路 

整備工事及び下水道工事と合併 

 

 

○○局○○部○○課 

１
３
 
工
事
台
帳
作
成
例
（
道
路
工
事
）【

道
路
構
造
物
管
理
シ
ス
テ
ム
等
に
登
録
す
る
も
の
は
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
】
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補助率 
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況
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事 
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（
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置
・
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面 
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等
） 

 

 
（
２
）
裏
 
 
面
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       土木工事検査書類作成マニュアル 

 

   

         平成２５年４月    制定  

         平成３０年４月    改定 
     令和 ５年７月    改定 

令和 ８年３月    改定 
 

 

      編集・事務局   

     横浜市道路局技術監理課  
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